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[河川整備の基本的な方針(将来像) ] 

１．河川整備の基本的な方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加島（かしま）
神崎橋（かんざきばし）

小戸（おおべ）

神崎川下流
　　　　　ブロック

戸ノ内（とのうち）

一庫ダム

箕面川ダム

余野川ダム

安威川ダム

 

河川 整備計画の策定にあたっては 、現 状と課題 を踏まえ、流域の将来像に

向 かって河川に視軸を置い た上 で、 治水・利水・環境の観 点か ら、望ましい

目標を設定することが必要です。 

 

神崎 川下流ブロックは、国直轄河 川の下流に 府県管理河川があるという全

国 でも例のない特異な特徴 も踏 まえ 、上位計画である「淀 川水 系河川整備基

本方針（Ｈ19.8）」、関連計画である「淀川水系河川整備計画（案）（Ｈ20.6）」、

「神崎川全体計画書（H９）」を考慮し、目標を設定します。 

 

治水計画では、流域の重要度から目標とする河川の計画規模（治水安全度）

を 定め、計画規模に相当す る確 率雨 量において、大洪水を もた らした降雨や

当該 流域において生起頻度 の高 いパ ターンに属する降雨波 形に より予測され

る流出量のうち、最大のものを基本高水として定めることになっています。 

 

なお 、降雨から流出量を推定する ため の流出 モデルは、流域特性を踏まえ

た 上で既住洪水が再現でき 、将 来の 土地利用を予想した上 で推 定できるもの

でなければなりません。 

 

神崎 川下流ブ□ックは、阪神間に おけ る重要 産業施設の集中地域であり、

人口 ・資産が集積し、重要 な交 通網 が数多くある地域です 。ひ とたび河川が

氾濫すると甚大な被害が生ずる恐れがある重要な地域です。 

 

神崎 川下流ブロックの河川整備計 画の基本的 な方針となる治水安全度につ

いては、神崎川神崎橋地点を計画基準点とし、200 年に１度の規模の降雨を

対象とします。 

図-1.1 神崎川下流ブロックと上流域

　　　　　　　　　凡　　例
　
　　　　　　　国直轄河川区間
　　　　　　　猪名川流域
　　　　　　　神崎川（加島）流域
　　　　　　　内水域
　　　　　　　ダム
　　　　　　　ダム（計画中）

1



 

２．治水の将来の目標に関する検討 

 

   治水計画の検討フロ－ 

 

 

 

 

 

 

       地域の重要度 

大阪府の長期目標から設定 

 

 

 

1) 日雨量の整理 

2) 確率雨量の検討 

3) 計画雨量の検討 

 

 

 

1) 実績降雨波形を引伸ばす方法 

2) 基本とする高水（群）の算定 

3) ９時間雨量の確認 

4) 計画対象降雨波形 

 

 

 

1) 流出モデルの設定 

2) 基本とする高水（群）の算定 

3) 基本とする高水の設定 

 

 

 

 

 

 

    神崎川の基本とする高水の 

      ピーク流量と現況流下能力の比較 

 

 

 

 

   計画とする高水流量の設定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

淀川水系 

河川整備基本方針 

H19.8 策定 

 猪名川直轄区間 

① 計画規模の設定 

（１） 基本とする高水の設定 

② 目標とする雨量の設定 

③ 計画降雨波形（群）の設定 

④ 基本とする高水の設定 

① 洪水処理計画の必要性の検討

② 計画とする高水流量の設定 

（２） 計画とする高水流量の設定  

200 年に 1 度の確率を検討 

神崎橋基準点 

253 ㎜/日

実績降雨 

引き伸ばし 

日雨量２降雨 

洪水処理計画 

1/200 年 

神崎橋基準点

253 ㎜/日  

計画雨量小戸基準点

239mm/9hr 雨量  

全体計画波形 

２降雨 

S28.9、S42.7  

小戸基準点 ６降雨 

S28.9、S35.8、S42.7、

S47.9、S58.9、H16.10

基本とする高水 

6,000m3/s 

（用語説明） 
基本とする高水 ：降った雨が氾濫などすることなく、そのまま河川に流れ込んだときの流量波形。 

波形の最大値を 『 基本とする高水のピーク流量 』 と呼ぶ。 
計画とする高水流量 ：貯留施設等により洪水調節をおこなった時の河道内の流量。 

神崎橋基準点 

9hr 雨量 

実績降雨 

引き伸ばし 

9 時間雨量 6 降雨 

基本とする高水 

小戸 基 準 点 3,500m3/s

計画と する高水 流量 

4,300m3/s 

計画と する高水流量 

小戸 2,300m3/s 
（ 神 崎 橋 地 点 4,300m3/s）  

神崎川全体計画 

H9 策定 

基準点 神崎橋 

 基本高水   の設定 

 計画高水流量 の設定 

1/200 年 
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1．河川整備計画（当面の実施計画）の目標 

 

 

 

２．河川整備計画の対象区間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画対象区間と整備内容  
整備内容  河川  区間  概要  

神崎川  神崎川河口～猪名川合

流点  
河床掘削・  
橋脚補強  
 左門殿川  中島川合流点～神崎川

分派点  

橋脚補強  中島川  河口～神崎川分派点  

河床の掘削を行ないます。実施に当た

っては周囲への影響が小さくなるよう

に配慮します。（中島川は河床掘削完了）

河床掘削に伴い、橋脚部の補強が必要

と想定される橋梁（左門橋外 10 橋）に

ついては、照査を行い対策を講じていき

ます。  
神崎川   
左門殿川   
西島川   

耐震補強  

中島川   

海溝型地震と直下型地震への対策を

並行し、防潮施設の機能が損なわれ浸水

被害が発生するおそれがある箇所につ

いて照査を行ない、耐震補強を実施しま

す。  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3.1 整備対象区間位置図 

 本計 画の 対象は、神崎川下流ブ ロッ ク内 の全 ての 一級河川で、そのうち 計画 的に 河川

整備を 実施 する区間は、これまで の河 川整 備状況を 勘案し、所定の治水安 全度 に達 して

いない箇所のうち、下記に示す通りです。 

 なお 、河 川の維持については、 神崎 川下 流ブ ロッ クの全ての一級河川で 行な うこ とと

します。  

整備対象区間  

河 川   施工の 場所 整備延長 

神崎川 河口～ 猪名川合 流点下 流 7.10km 

中島川 河口～ 神崎川合 流点下 流 2.82km 

左門殿 川 中島川 合流点上 流～神 崎川分 派点下流 2.57km 

西島川 河口～ 神崎川分 派点下 流 1.49km 

早期の治水安全度の向上を図るため、今後概ね 30 年間の当面の整備実施計画の目標

としては、神崎川神崎橋地点を計画基準点とし、40 年に 1 度の規模の降雨を対象とし

ます。 
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３. 河川整備計画の対象期間 

 
 
 
 

大阪府ではこれまで、河川整備計画の対象期間として統一的に概ね１０～１５年を設定

しておりましたが、本ブロックにおいては国、兵庫県と整備計画を同調させる必要がある

ことから、対象期間を３０年としております。  
 
 

４．河川整備計画の適用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．洪水、高潮等による災害の発生の防止または軽減に関する目標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

本計画は、大阪府における現時点での当面の河川整備水準の目標 に配 慮し 、か つ流域

の社会状況、自然環境、河道状況に基づき策定されたものです。 

 本計 画の 適用にあたっては、策 定後 にこ れらの状 況の変化や、新たな知 見・ 技術 の進

歩などの変化によっては、適宜、河川整備計画の見直しを行なうものとします。 

本計画の対象期間、計画策定から概ね３０年とします。 神崎 川下流ブロックでは、長期目標を踏まえ、整備計画対象期間内で各河川の状況に

応じた段階的な整備を行ないます。 

当ブ ロッ クの河川の重要性を考慮し、現状の治水安全度から長期目標に向けて早期に

治水安全度の向上を図る必要があります。 

対象 期間内では、猪名川における直轄事業による河川整備、神崎川上流域において安

威川の上流で概ね 100 年に一度発生する規模の降雨（日雨量 247mm）で発生する洪水

を調節するダム建設（大阪府）が行なわれます。 

当ブロック河川では現状で可能な河床掘削を進め、これにより概ね 40 年に一度発生

する規模の降雨で発生する洪水を安全に流下させることを目標とします。  

高潮 については、伊勢湾台風級の超大型台風が、大阪湾に最悪のコース（室戸台風、

昭和 9 年 9 月、大阪湾通過経路）を通り、満潮時に来襲した場合にも対応できる防潮施

設が整備されており、今後も同等の安全度を引き続き確保します。 

河川 施設の耐震対策としては、想定される直下型地震に対して、早期に修復可能な損

傷に留める、あるいは、 損傷しない地震対策として堤防の耐震化 を進めており、今後も

引き続き実施していきます。 

近い 将来発生が懸念されている東南海・南海地震に伴う津波対策として、水門、鉄扉

の電動化、自動化や不測 の事態へのバックアッ プ対策、さらに迅 速な水防体制の確立な

どの対策を進め、流域市 （大阪市）と連携し、津波ハザードマッ プをはじめとする住民

への情報提供や避難活動の支援などのソフト対策に努めます。 

各河 川で はそ れぞれの河道特性、周辺の自然環境や動植物の生息、生育に配慮した整

備を行なうものとします。 

河床掘削については、掘削域が海面標高以下の OP-3.5m～OP-0.3m の範囲であるこ

とや、上流部 2.7K～9.8K の掘削高は平均 0.6m 程度であり、これに伴う汽水域の変動

や魚類の生態系に対する影響は少ないものと考えます。 
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（1）１/４０確率雨量の算出 
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（2）１/４０確率流量の設定 

 
 
 
 
 
 
 

表-6.1 目標とする 1/40 確率降雨波形（群）の最大流量一覧 

 

 日雨量（1/40 確率雨量 199mm/日）波形群による流量 

    神崎橋地点流量 m3/s 

目標流量 Ⅰ型 S28 昭和 28 年 9 月 25 日 3,419 

   S42 昭和 42 年 7 月 9 日 3,411 

 

 

９時間雨量（1/40 確率雨量 163mm/9hr）波形群による流量 

    神崎橋地点流量 m3/s 

目標流量 Ⅱ型 S28 昭和 28 年 9 月 25 日 2,918 

  S35 昭和 35 年 8 月 29 日 2,237 

  S42 昭和 42 年 7 月 9 日 3,244 

  S47 昭和 47 年 9 月 16 日 2,637 

  S58 昭和 58 年 9 月 28 日 3,351 

  S16 平成 16 年 10 月 20 日 2,980 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神崎橋を基準点とした当面の整備の目標とする規模は 1/40 確率とします。 

計画降雨波形（群）と各降雨時の湿潤状態から求まる流出（群）に対し、一庫ダム、箕

面川ダム、安威川ダム、の洪水調節を行なった場合の各地点の最大流量を示します。 
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Ｈ９策定　全体計画
　計画流量　1/40　3,400m3/s

神崎橋基準点における流域平均雨量の 9 時間雨量を標本に確率統計解析を実施し、9

時間雨量の 1/40 確率雨量を算定します。 

この結果、9 時間雨量は 163mm /9hr となります。 
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神崎川下流ブロックを包括する「神崎川全体計画」で示されている当面の目標とする高

水流量について、当面の目標とする高水（群）による地点流量により照査した結果、既定

計画における「当面の目標とする高水流量」３,４００m3/s は妥当と判断し、既定計画値

を踏襲します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画流量配分 

当面の目標と する 高水 （群）による地点流量、既定計 画で ある 「淀川水系河川整備

計画」（平成 20 年 6 月）、「神崎川全体計画」（平成９年策定）における計画高水流量

を総合 的に判断 し、神崎橋地点 における「当面の 目標とする高水 流量」は、 既定計画

通り３,４００m3/s とします。神崎橋基準点より下流の流量配分区間については、河川

が分派 及び合流 していることか ら、洪水の流下を 水理学的に算出 したものを 記載して

います。 

小戸 2,300 

神崎川

神崎川

左門殿川

中島川

中島川

西

島

川

猪
名
川 安

威
川

余野川

箕面川

一庫大路次川

神崎川下流ブロック

図-6.1 目標とする流量 
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（３） 神崎川の整備目標 

 神崎川下流ブロック各河川において現状で掘削可能な河床高を、各橋梁の基礎高さを確

認しつつ河口の沖合いを極力掘削しないこと、猪名川における河道整備との整合性、河床

の安定性、局所的な土砂の堆積の軽減を考慮して設定しました。  
 神崎川上流の安威川ダムの整備により、神崎川は概ね 40 年に１度の洪水を安全に流す

ことができます。  
 このとき、神崎橋基準点の流量は概ね 3,400m3/s となります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神崎川河口～猪名川合流点                    中島川：河口～神崎川分派点     左門殿川：中島川合流点～神崎川分派点  

図-6.2 目標とする河床高 
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６．河川の適切な利用および流水の正常な機能の維持に関する目標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

７．河川環境の整備と保全に関する目標 

 

８．河川環境の整備と保全に関す  

河川 空間を市街地における 貴重 なオープンスペースと して人々 が快適に河川を利用で

きるよう地域や市民団体 、関係機関と連携し、水辺広場などの人 と川とのふれあいの場

の整備や適切な維持管理に努めます。 

神崎川の矢 倉緑地に つづく 高水敷につ い ては、わ ずかに残 さ れた 貴重な自然 環境 を有

する矢倉海岸とともに、 市街地における貴重なオープンスペース として多くの人に利用

されています。河川沿い には「なにわ自転車道」、「 西島 川自転車歩行者道」のレクリ エ

ーション施設も整備され ており、これらの限られた河川空間の保 全を図るとともに、秩

序ある利用の促進に向け、施設管理者及び占用者に対して適切な指導に努めます。 

また 、生物多様性保全のた め特 定外来生物等、外来種の無秩序な 移植など、生態系の

バランスを急激に変化さ せるような行為につい ては 、関係機関へ通知し適正な指導と再

発防止に努めます。 

また 、神崎川では大阪府が 行う 「河川水辺の国勢調査 」等によ り環境調査を実施して

きており、今後も河川環境のモニタリングを継続していきます。 

  正常流量 につ いて は、神崎川下流ブロックの 河川 は感 潮区 間に位置し、河川水位が

潮 位 に よ っ て 支 配 さ れ て い る た め 低 水 管 理 を 適 切 に 行 な う た め の 基 準 地 点 が 設 定 で き

ず、正常流量の設定が行なえません。 

 しかしながら、神崎川は平常時において、10m3/s の水が淀川から神埼川に供給（導

水）されてお り、 国管 轄管理河川である猪名川小戸、 安威 川千 歳橋地点からの正常流量

とともに、動植物 の生 息地、生育地の状況や流水 の清 潔の 保持 に必要な流量として、今

後も確保に努めます。 

（参考）上流域での正常流量  

基 準 点  対 象 期 間  正常 流 量  

猪 名川 小 戸 地点  通  年 1.4m3/s 

灌 漑 期（ 最 大 ） 概 ね 0.7m3/s 

安 威川 千 歳 橋地 点  

非 灌 漑期 （ 最 大）  概 ね 0.6m3/s 

1.4m3/s

淀川より導水 

維持用水：10.0m3/s

灌漑期 ：概ね 0.7m3/s
非灌漑期：概ね 0.6m3/s
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